
申請に対する処分の審査基準・標準処理期間 

 

許 認 可 等 の 内 容 入室の決定 

根 拠 法 令 及 び 条 項 新座市放課後児童保育室条例第５条 
 （入室の申請） 

第５条 保護者が児童を保育室に入室させようとするとき

は、市長に申請し、入室の決定を受けなければならない。 
 

所 管 部 課 係 名 こども未来部保育課放課後児童保育係 

審

査

基

準 

関 係 条 項 

新座市放課後児童保育室条例施行規則第４条 
 （入室の申請等） 

第４条 条例第５条の規定により児童を入室させようとする

保護者は、新座市放課後児童保育室入室申請書に、所得を

確認できる書類その他市長が必要と認める書類を添付し、

これを市長に提出しなければならない。 

基 準 

 

（ 未 設 定 の 場 

 

合はその理由） 

１ 放課後児童保育室へ入室できる児童は、次に掲げる

要件をすべて満たす者であること。 

⑴ 新座市放課後児童保育室条例施行規則第２条第１

項に規定する児童（小学校第１学年から第４学年ま

での児童及びそれ以外の児童であって市長が特に必

要と認める児童）であること。 

⑵ 保護者のいずれもが次に掲げるいずれかの理由に

より、当該児童を放課後保育できない状態であると

認められること。 

ア 昼間に居宅外で労働することを常態としている

こと。 

イ 疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若し

くは身体に障がいを有していること。 

ウ 長期にわたり疾病の常態にある又は精神若しく

は身体に障がいを有する同居の親族を常時介護し

ていること。 

エ 震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当た

っていること。 

オ 市長が認める前各号に類すること。 

⑶ 同居の親族その他の者が当該児童を放課後保育す

ることができないと認められること。 

 

２ 新座市放課後児童保育室条例施行規則第２条第１項

ただし書に規定する「市長が特に必要と認めるとき」

とは、当該児童が次に掲げるいずれかに該当し、かつ

申請放課後児童保育室の入室状況等を勘案した上で、

入室の判断を行い、入室の必要があると認められると

きであること。 

⑴ 障がい児又は、特別支援学級、特別支援学校に通

学していること。 

⑵ 医師の診断により、放課後保育を必要としている



こと。 

⑶ 医師の診断によらず、前項の規定に準ずる状況に

あり、児童福祉の観点から放課後保育を必要として

いること。 

 

３ 上記２の⑶に規定する「児童福祉の観点から放課後

保育を必要」とする状態とは、当該児童が、次に掲げ

るいずれかに該当する状態であること。 

⑴ 医師の診断書はないが、病気により放課後保育を

必要とすること。 

⑵ 精神若しくは身体に障がいを有する家族があり、

留守番をすることにより児童に影響があり、保護し

なければならない状況であることが明らかなこと。 

⑶ 児童に非行及びいじめなどの恐れがあり、一時的

に保護しなければならない状況が明らかであるこ

と。 
⑷ 保護者が、生活のため就労時間が長時間にわたる

等、家庭への帰宅が著しく遅い状態にあること。 

参 考 事 項  

設 定 等 年 月 日 平成１１年７月１日設定（令和４年１０月１日最終変更） 

標
準
処
理
期
間  

標準処理期間 

（ 未 設 定 の 場

合はその理由） 

総日数 １５日 

設 定 等 年 月 日 平成１１年７月１日設定（平成   年 月   日最終変更） 

 


